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こ
の
た
び
の
定
時
総
会
に
お
い
て
．
理
事
長
に
再
任
い
た

だ
き
ま
し
た
原
実
行
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
は
勿
論
の
こ
と
会
員
の
皆
さ
ん
方

も
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
五
類
に
変
更
さ
れ

た
も
の
の
今
後
も
増
減
を
繰
り
返
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
働
き
方
が
変
わ
っ
て
き
た

も
の
の
、
少
子
高
齢
化
の
中
に
お
い
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
就
業
の
場
の
確
保
と
と

も
に
会
員
の
確
保
は
車
の
両
輪
と
し
て
シ
ル
バ
ー
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
シ
ル
バ
ー
の

一
員

と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
会
員
の
方
々
か
ら
お
誘
い

を
お
願
い
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
夏
場
の
草
刈
り
等
を
主
体
と
し

た
屋
外
作
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
．
会
員
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
こ
う
し
た
会
員
の
方
々
が
今
後
も
就
業
で
き
る

環
境
の
整
備
に
加
え
て
、
年
齢
に
応
じ
た
軽
作
業
就
業
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
開
拓
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。今

年
の
夏
は
特
に
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。
健
康
第

一
に

無
事
故
で
就
業
す
る
た
め
に
は
．
体
調
管
理
に
万
全
を
期
し

て
活
動
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
で
長
ら
く
役
員
を
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方
々
大
変
こ
苦

労
さ
ま
で
し
た
。
新
た
に
就
任
い
た
だ
い
た
役
員
の
方
々
が

会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
躍
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

．挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

重
責
を
仰
せ

つ
か
り
こ
の
学
識
不

足
が
果
た
し
て
少
し
で
も
役
に
立
て

る
か
と
自
問
し
て
い
ま
す
。

貧
乏
百
姓
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
年
月
は
美
空
ひ
ば
り
の
十
三
日
先
．

激
動
の
世
に
生
き
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
は
瞬
し

い
中

．

山
間
僻
地
に
ど
う
生
き
る
か
シ
ル
バ

ー
会
員
は
自
然
を
相
手
に
手
を
取
り

合

っ
て
明
日
を
模
作
す
る
そ
の
思
い

に

一
歩
力
を
入
れ
て
尊
い

一
日
の
過

こ
し
方
に
し
な
く
て
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

体
は
二
十
代
と
言
う
訳
に
は
い
か

な
い
事
は
承
知
の
上
、
体
験
を
宗
に

安
全
な
効
率
で
勝
負
と
．
我
身
に
鞭

打

つ
心
意
気
で
シ
ル
バ
ー
皆
様
の
思

い
を
受
け
止
め
ら
れ
る
か
。
人
間
多

い
失
敗
を

一
己
で
も
減
ら
し
シ
ル
バ

ー
会
員
の
思
い
を
如
何
に
取
入
ら
れ

る
か
に
努
め
た
い
。

測
量
士
と
し
て
覗
く
技
術
で
公
共

事
業
に
携
わ

っ
た
若
き
日
の
体
験
は

身
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
が
．
世
の

中
を
正
し
く
覗
け
る
か
は
皆
様
の
こ

指
導
に
頼
る
の
み
で
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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下伊椰西離シルバー人材センター定時総会

令tiΞ 8月 10曰

令
利
五
年
度
凸薦
Ⅲ
露
幽
隔
Ш
佃
轡
鳳
叫
０
一

令
和
五
年
度
の
定
崎
総
会
は
、
五
月
，
十

一
日

（水
）
に
阿
智
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
館
２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

質
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
本
人
出
席
三
十
名
、

（委
任
状
出
席

百
１
七
名
）
の
総
会
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類
に
移
行
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
ご
来
　
‐

（任
期
令
和
七
年
総
会
終
了
ま
で
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
任
役
員
紹
介

理
事
長

原
　
実
行

（阿
智
村
春
日

・
再
）

副
理
事
長

鈴
木

一
平

（根
羽
村

・
再
）

専
務
理
事

（事
務
局
長
）

高
坂
　
博

（阿
智
村
駒
場

・
再
）

理
事
内
田
勝
喜

（阿
智
村
春
日

・
再
）

上
甲
智
子

（阿
智
村
駒
場

・
新
）

上
原
正
勝

（阿
智
村
伍
和

・
再
）

小
林
健
治

（阿
智
村
智
里

・
新
）

熊
谷
光
栄

（阿
智
村
智
里

・
再
）
　

　

２

１
　
　
　
　
　
　
一

原
　
時
夫

（阿
智
村
浪
〈早

新
）

櫻
井
兵
司

（阿
智
村
清
内
路

・
再
）

近
藤
重
衛

（平
谷
村

・
新
）

坂
巻
紀
好

（根
羽
村

・
再
）

石
原
清
志

（根
羽
村

・
再
）

松
下
栄
樹

（根
羽
村

・
新
）

石
原
啓
充

（根
羽
村

・
再
）

監
事
田
中
忠
男

（阿
智
村
駒
場

・
新
）

渡
遷

一
之

（平
谷
村

・
新
）
敬
称
略

総
会
の
議
長
に
は
根
羽
村
の
松
下
栄
樹
氏
か

就
任
し
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支

決
算
報
告
の
承
認
．
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

議
案
、
令
和
四
年
度
補
正
予
算
．
令
和
五
年
度

の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
報
告
な
ど
が
上

程
さ
れ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
等
で
は
、
年
度
末
の
会
員
数
は

一

五
七
人
で
昨
年
度
来
に
比
べ

一
人
河
少
、
会
員

の
拡
大
を
図
る
た
め

「
会
員

一
人

一
会
員
入

会
」
を
お
願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は
十
人
、

会
員
の
高
齢
化

等
に
伴
う
退
会

者

が

十

一
人

．

今
後
は
新
た
な

会
員
の
拡
大
と

併
せ
、
高
齢

で

も
就
業

で
き
る

体
制
作
り
と
会

員
の
退
会
抑
止

に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

契
約
状
況
に

っ
い
て
は
．
新

型

コ

ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス
の

関

係

で
受

注

減

あ

っ

た

が

．

公

共

の
受

注

や

民

間

の
大

口

受

注

で

．

契

約
額

は

昨

年

度

を

上

回

る
こ
と
が
で
き
た
。
受
託

・
派
遣
の
就
業
延
ベ

日
数
は
九
．
０
四
四
日

（前
年
度
比
１
０
０

・

６
％
）
で
、
契
約
額
は
五
．
七
八
五
万
円

（同

１
０
２

・
―
％
）
と
過
去
最
高
と
な
り
．
第
二

次
中
期
五
ヶ
年
計
画
の
当
年
度
の
目
標
値
と
比

較
す
る
と
会
員
数
は

一
七
五
人
に
対
し

一
五
七

人
だ
が
、
契
約
額
は
五
、
三
〇
六
万
円
に
対
し

五
．
七
八
五
万
円
と
目
標
を
達
成
で
き
た
。

総
会
に
先
立
ち
永
年
会
員
表
彰
四
名
及
び
役

員
表
彰
六
名
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
理

事
長
に
原
実
行
．
副
理
事
長
に
鈴
木

一
平
．
専

務
理
事
に
高
坂
博
の
各
理
事
が
選
任
さ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

役
員
表
彰

佐
藤
　
昭
〓
一　
平
谷
村

（理
事
六
期
）

渋
谷
　
刀
州
　
阿
智
村
駒

（監
事
四
期
）

下
島
　
礼
子
　
阿
智
村
駒
場

（理
事
四
期
）

安
藤
　
治
良
　
根
羽
村

（監
事
等
三
期
）

丼
原
　
顕
　
　
阿
智
村
伍
和

（理
事
二
期
）

水
上
　
賢
　
　
阿
智
村
智
里

（理
事
三
期
）

（役
員
と
し
て
三
期
六
年
以
上
在
籍
．

セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
）

永
年
会
員
表
彰

市
東
　
典
子
　
　
阿
智
村
春
日

石
原
　
正
史
　
　
根
羽
村

高
坂
　
秀
光
　
　
阿
智
村
伍
和

河
合
　
勝
雄
　
　
阿
智
村
伍
和

（会
員
と
し
て
十
年
以
上
在
籍
．
事
業

活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
た
方
）

● ‐

お
め
て
と
う
こ
ざ
い
ま
す
　
　
　
・
一

●
″
″

″
″
〓

か

を

ヱ

み

た

な

彰

枷
一

表
彰
規
程
に
よ
り
．
役
員
表
彰
六
名
ヽ

永
年
会
員
表
彰
四
名
の
方
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

（敬
称
略
）

[
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こ
の
度
、
理
事
に
選

（阿
智
村
駒
場
）
任
さ
れ
ま
し
た
駒
場
の
上

甲
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
八

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

外
に
出
て
働
く
こ
と
の

大
切
さ
を
．
常
に
こ
の
近
年
は
身
に
し
み
て

感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
や
、
同
じ
仕
事
を
す
る
仲
間

と
の
触
れ
合
い
は
、
と
で
も
日
々
の
活
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
沢
山
の
方
々
と
交
流
し
．
お
役
に
立

て
れ
ば
と
微
力
な
が
ら
働
か
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
土
＾

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

魚
じ■・ . :■|″‐

撥 |‐燿

原

　
時

夫
一　
　
　
こ
の
度
．
役
員
改
選
で
前

（阿
智
村
浪
合
）
任
者
よ
り
引
き
継
ぎ
理
事
と

い
う
大
変
な
役
を
あ
す
か
り

ま
し
た
原
時
夫
で
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
十

年
に
な
り
ま
し
た
。
浪
合
も

八
名
の
人
員
で
草
刈
り
が
主
で
ド
人
員
不
足
で
す

が
皆
々
様
が
頑
張
り
協
力
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

任
期
二
年
は
出
来
る
以
上
頑
張
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
会
員
の
皆
様
の
こ
指
導
こ
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

皆
々
様
が
健
康
で
安
全
就
業
出
来
る
よ
う
微
力

で
す
が
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
こ
指
導
こ
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

凸
顆
‰

小
林

健
治

　

　

こ
の
度
、
理
事
に
選

（阿
智
村
智
里
）
任
さ
れ
ま
し
た
阿
智
村

智
里
の
小
林
で
す
．

前
職
場
は
飯
伊
森
林

組
合
西
部
支
所
の
技
能

職
員
で
．
山
林
内
の
伐

採
、
除
伐
、
一早
刈
り
を
業
い
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

た
の
は
．
楽
し
く
健
康
に
生
き
る
こ
と
を
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
短
時
間
作
業
を
進
め
る
様
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
結
び
に
健
康

・
安
全
作
業
が
長
く
事
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

近
藤

重
衛

　
　
こ
の
度
．
理
事
に
選
任
さ

（平
谷
村
）
　
　

れ
ま
し
た
．
平
谷
村
の
近
藤

役
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
あ
り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ

指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（敬
称
略
）

理
事佐
藤
昭
三

（平
谷
村
）

下
島
礼
子

（阿
智
村
駒
場
）

水
上
　
賢

（阿
智
村
智
里
）

川
上
友
吉

（阿
智
村
浪
合
）

松
下
忠
正

（根
羽
村
）

監
事渋
谷
拐
州

（阿
智
村
駒
）

安
藤
治
良

（根
羽
村
）

で
す
。
広
報
啓
発
を
担
当
し

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
に
入
会
後
．
草

刈
り
を
初
め
．
あ
ま
り
経
験

の
な
い
作
業
を
み
ん
な
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が

ら
な
ん
と
か
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
．
多
く
の

方
々
と
知
り
合
い
に
な
り
．
第
二
の
人
生
に
大
変

役
立

っ
て
い
ま
す
。

最
近
．
年
々
目
に
見
え
て
体
力
の
衰
え
を
感
じ

ま
す
が
．
こ
れ
か
ら
も

「健
康
と
安
全
就
業
」
に

心
掛
け
．
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
こ
指
導
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

松
下

栄
樹

　

　

一し
の
度
．
役
員

（根
羽
村
）
　

　

改
選
に
よ
り
理
事

に
な
り
ま
し
た
根

羽
村
の
松
下
で
す
。

シ
ル
バ
ー
の
就

業
年
数
は
ま
だ
浅

い
の
で
す
が
．
人
と
の
接
点
が
あ
る
の

は
う
れ
し
い
と
共
に
大
事
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
．
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
を
進
め

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
こ
指
導
こ
協
力
を
よ

る
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
７

，
■
一
一
一
■
一
一
」

ヽ

田
中
忠
男

　
　
こ
の
た
び
．
監
事

（阿
智
村
駒
場
）
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

り
ま
す
。
主
に
草
刈
り
作
業
や
．
村
の

ゴ
ミ
分
別
作
業
等
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

参
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
と
楽
し
く

仕
事
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

年
々
歳
を
取
り
高
齢
化
す
る
の
は
宿

命
で
す
が
ゴ

死
気
な
内
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。下
伊
那
西
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
．
ま
す
ま
す
発
展
で
き
ま
す
よ
う

に
皆
様
の
こ
指
導
こ
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

阿
智
村
の
田
中
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
五
年
ほ
ど
に
な

聰
・出

渡
邊

一
之

（平
谷
村
）
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こ
の
度
、
監
事
を
お
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
平
谷
村
の
渡

追
で
す
。

昨
年
よ
リ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な

っ
た
ば
か
り

の
新
人
で
は
こ
ざ
い
ま
す
が
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の

一
助
と
な
れ
ば
と
の
思
い
で
職
務

を
全
う
す
る
所
存
で
す
の
で
、
会

員
皆
様
に
は
．
こ
指
導
こ
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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・・
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会

根
羽
事
務
所
で
は
．
六
月
十
七

日
に
会
員
十
二
名
が
参
加
し
．
恒

例
の
保
育
所
の
国
内
の
草
刈
り
等

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
保
育
所
か
ら
お
礼
の
お
手
紙
と

写
真
を
頂
き
ま
し
た
。

「
先
月
の
保
育
所
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
で
は
．
暑
い
中
．
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
草
刈

り
、
草
取
り
を
丁
寧
に
作
業
し
て

い
た
だ
き
．
園
庭
．
園
舎
周
り
が

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
・

ま
た
．
日
頃
な
か
な
か
手
の
回
ら

　

・４

な
い
と
こ
ろ
で
す
の
で
大
変
助
か

り
ま
し
た
。
あ
り
か
と
う
こ
ざ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
、
早
速

さ
か
つ
き

〓き
れ
い
に
な

っ
て
い

る
―
」
と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
」

孫
位
の
園
児
が
元
気
で
遊
ぶ
様

子
を
見
る
と
こ
ち
ら
も
元
気
が
出

公
益
社
団
法
人
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
令
和
五
年
度
定

時
総
会
は
、
六
月
九
日
長
野
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
、
各
セ

ン
タ
ー
ニ
名
の
出
席
で
当
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
理
事
長
、
事
務
局
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
議
事
に
先
だ
ち
．
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
顕
著
な
貢

献
が
あ
っ
た
事
務
局
長

一
名
の
表
彰
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
佐
久
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
坂
戸
千
代
子
理
事
長
が
就
任
し
．

令
和
四
年
度
の
事
業

・
決
算
報
告
．
令

和
五
年
度
事
業
計
画

・
予
算
の
議
案
か

審
議

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
改
選
で
は
．
理
事

二
監
事
候

補
者
全
員
が
選
任
さ
れ
．
当
セ
ン
タ
ー

原
理
事
長
は
監
事
と
し
て
就
任
し
ま
し

た
。総
会
終
了
後
の
理
事
会
で
会
長
に
は

員
は
会
員
数
の
約
３
割
で
す
。
全

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
は
、
会
員
の
拡
大
を
核
に
女
性
会
員
の
拡
大
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
最
近
入
会
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
会
員
２
名
に
。

①
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
会
の
動
機
　
②
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
状
況
　
Ｃ
あ
な
た
の
趣

味
　
④
あ
な
た
の
健
康
の
秘
訣
　
０
今
後
の
抱
負
　
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

少
し
時
間
の
あ
る
貴
女
―
シ
ル
バ
ー
で
一緒
に
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

阿
智
村
智
里

原
　
み
ど
り

（５
年
４
月
入
会
）

Ｃ
お
た

っ
し
ゃ
か
い
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に

お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
の
で
。

②
村

の
介
護
予
防
事
業

「お
た

っ
し
ゃ
か

い
」
の
仕
事
を

一
週
間
に
―
回
程
度
行

っ
て
い
ま
す
。

０
お
し
花
、
ク
ラ
フ
ト
手
芸
。

④
お
友
達
と
会
食
や
旅
行
を
し
て
．
お
し

ゃ
べ
り
し
て
、
家
庭
菜
園
を
す
る
こ
と

で
す
。

⑤
お
た

っ
し
ゃ
か
い
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に

体
操
し
た
り
、
お
し
ゃ
ぺ
り
し
て
、
自

分
も
健
康
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
こ

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒

丼

登

（
長

野
）
．
副
会
長

に
は
青
木
敏
和

（松
本
地
域
）
、

専
務
理
事
に
は

宮
下
善
人

（
連

合
会
）
の
各
氏

が
選
任
さ
れ
就

任
し
ま
し
た
。

ま
す
。
十
月

に
は
阿
智

の

方

で
も
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
作

業
を
行
う
の

で
多
く
の
参

加
を
お
願
い

し
ま
す
。

阿
智
村
清
内
路

原
　
和
子

（５
年
４
月
入
会
）

Ｃ
友
達
の
声
掛
け
も
あ

っ
て
、
自
分
も
無

理
の
な
い
週
―

・
２
回
働
き
た
い
と
思

い
ま
し
て
，

②
会
社
の
清
掃
の
仕
事
を
行

っ
て
い
ま
す

が
．
ま
だ
二
ヶ
月
ほ
ど
で
、
少
し
慣
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

③
水
泳
、
マ
レ
ツ
ト
、
太
極
拳

（体
を
動

か
す
事
が
好
き
で
す
）
、
編
物
。

①
友
達
と
マ
レ
ツ
ト
を
し
た
り
．
楽
し
い

会
話
を
し
て
笑
う
こ
と
。

⑤
身
体
を
動
か
す
事
が
好
き
な
の
で
．
健

康
で
い
ら
れ
れ
ば
続
け
た
い
。 バ ヽ

ロ ー ー ■
・ お ト ロ

ト ‐  ■

F
12■趨‐
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1責
よT,｀
わ['t

約束だよl

「安全:ま 無理せず ―焦らず 油断せず」

県連合会による南信ブロックの安全就業推進研修会が.6月 16日に飯田市鼎
公民館で開催され、当センターから松下栄樹理事、近藤重衛理事、高坂事務局
長の3名が参加しました。研修内容は「事故事例危険予知訓練」で、パワーボ
イントによりKYTの進め方の講義、模擬演習では参加者が4班に分かれそれぞ
れの事故事例について、事故原因 (現状把握・事故原因)、 再発防止策につい
てそれぞれ拾い出した後、原因 対策を取りまとめた。最後に各班の発表が行
われた。

最近の安全就業対策は.自主的に就業場所や作業にひそむ「危険」を見つけ
出し.事前に的確な安全対策を講する方向になつてきています。
KY活動の手法を知つていただき、作業前のフ分間ミーティングで会員の健康
確認、現場や作業にひそむ危険を皆で共有し安全就業に努めましょう。

《日標》 “危険ゼロ ''
1.安全ミーティングの完全実施
2.安全装備使用の徹底
3.健康診断受診及び健康体操の奨励
4.交通事故防止
5。安全・適正委員会、推進員による
安全対策の点検と徹底による事故防止体制の確立

令和5年度 県連合会

令和4年度事故発生状況
◎当センター

令和4年度の事故件数は]件で.11月に根羽村で刈払い機による電柱の控線の切断の損害賠償事故が1件発生
しています。 (既報)

◎県下シルバー人材センター

令和4年度における事故件数は206件 (昨年 208件 )です。重篤事故(死亡または 6ヵ月以上入院事故)
|よ発生していません (同0件)が、入院 lヵ月以上 6ヵ月末満事故については2件(同 3件)です。

当センターの刈払い機による損害賠償保険の免責額は2万円です。
当センターでは飛石事故防止のための飛散防止ネット、刈払い機取り付け用のスーパー
カルマーを貸し出しています。住宅周辺、駐車場等で飛石の恐れのある場所の作業に活
用して事故防止に努めてください。

また、剪定や伐採作業ではヘルメットの着用、安全帯の使用を必ずしてください。
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第31号

チエツクロー

就業中の事故件数は、195件 (同 ]90件 )、 就業途上の事故件数は]]件 (同 18
件)です。傷害事故件数は.110件 (同 93件)で.主なものは剪定・屋外作業での転
倒.墜落・転落が40件、蜂刺され等が27件です。
損害賠償事故件数|よ 96件 (同 115件)で、主なものは除草作業等で飛散・器具等
接触によるものが75件となつています。
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格は、阿智村、平谷村、根羽村にお住まいの方で健康で働く意欲のある60歳以上の方です。
入会は随時受け付けていますので、センターヘお問い合わせください。

(公社)下伊那西部シルバー人材センター (電話43-2244)根羽事務所 (電話49-2108)
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派
遣
事
業
に
係
る
会
計
事
務
は
、
こ

れ
ま
で
各
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
十
月
か
ら
県
連
合
会
に
移
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
派
遣
に
係
る
賃

金
の
支
払
日
が
、
従
前
の
翌
月
２０
日
か

ら
月
末
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
実
施
は

九
月
分
の
賃
金

（十
月
支
払
い
）
か
ら

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

丼
原
岩
江
さ
ん

（阿
智
村

嘉
寺
耕
作
さ
ん

（阿
智
村

髭
ん
で
ご
栞
箔
セ

お
浙
り
，
し
よ
げ
ま
す

ヽ ′

セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
携
帯
電
話
に

シ

ョ
ー

ト

メ

ー

ル

メ

ッ
セ

ー

ジ

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
で
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
矩

ら
せ
を

一
斉
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
登
録
が
さ
れ
て
な
い
方

は
、
番
号
を
事
務
局

へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

■
発
信
元
電
話
番
号

・
ｚ
「
「
Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
３
ｏ
．
ｏ
⊂
．
楽
天
モ
バ
イ

ル

を

お

使

い

の

方

一
〇

５

０

・

５
４
９
１

・
４
１
０
５

＾
Ψ
ｏ
，
σ
①
Ｄ
へ

く
一３
ｏ
ｏ
一一の
を
お
使
い

の
方

一
２
４

・
２
２
４
４

安
全
就
業
に
は
．
健
康
な
体
と
良
い

体
調
が
必
要
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を

受
け
て
い
な
い
方
、
普
段
か
ら
健
康
だ
、

ど
こ
も
悪
く
な
い
と
思
わ
れ
る
方
も
．

特
定
検
診
な
ど
を
利
用
し
て
年
に

一
度

は
健
康
診
断
を
受
け
て
、
健
康
の
維
持

に
努
め
ま
し
よ
う
。

（五
年

一
月
か
ら
）

内
田
　
浩
司
　
阿
智
村
春
日
　
　
一
月

原
　
健
司
　
　
阿
告
村
価
和
　
　
四
月

原
　
み
ど
り
　
阿
告
村
智
里
　
　
四
月

原
　
和
子
　
　
阿
告
村
一月
内
路
　
四
月

熊
谷
　
房
雄
　
阿
智
村
伍
和
　
　
五
月

下
山
　
善

一　

阿
智
村
浪
合
　
　
五
月

寺
村
　
保
弘
　
根
羽
村
　
　
　
　
六
月

小
泉
　
智
雪
　
根
羽
村
　
　
　
　
六
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―

劃

劃

倒

団
ｌ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
分
類
が

５
類
に
移
行
さ
れ
、
マ
ス
ク
を
し
な
い
人

も
多
く
な
り
．
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
に
ク

ラ
ス
タ
ー
も
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
　
　
・

大
人
数
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
必

　

・６

要
に
応
じ
感
染
防
止
対
策
も
必
要
な
の
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
は
飯
田
市
で
連
続
し
て
猛
暑
日
に

な
る
な
ど
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
に
屋
外
作
業
を
行
っ
て
い
る
皆
さ

ん
は
．
特
に
水
分

・
塩
分
補
給
．
適
度
な

休
憩
．
日
よ
け
対
策
で
熱
中
症
予
防
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
身
近
な
広
報
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
情
報
や
こ
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
啓
発
部

′
ヽ
″
ヽ
′
ヽ

Ｌ
′
ｔ
′
ヽ
´

″
ヽ
′
ヽ
′
ヽ

く

や

』
７
　

　

　

・

】
口

・
　

　

〓

蛛
Ｊ
Ⅷ

:夕y
]i・

下伊那西部シルバー便リ

句

.^

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
‥
ジ

（Ｓ
Ｍ
Ｓ
）サ
ー
ビ
ス

ヽ


